
調整方針修正案（第３回行財政小委員会分）

未提案４項目中４項目
大項目

中項目

小項目 方針 方針

細項目 時期 時期

1

03　行政組織機構

04　組織・人事・給与等の
状況

01　組織図

02　支所・出張所

再編

合併時

１  合併前の支所・出張所は、現行のまま新市に引き継ぐ。

２  支所の機能（事務分掌）は、釧路市の制度に一本化する｡

３  合併前の５町村の本庁を、「（仮称）総合行政センター」とし、次の業
務を担任する。
（１）行政管理部門（総務一般、文書管理、出納、会計、選挙事務（不在
者投票）、本庁との連絡調整）
（２）地域政策部門（地域振興、活性化対策）
（３）財産管理部門（道路、河川、公園、上下水道、公営住宅、教育文
化、体育施設等）
（４）戸籍住民部門
（５）保健福祉・年金保険（国保、介護、国民年金）部門
（６）税務部門（申告、納税、税務証明）
（７）産業部門（産業全般、家畜の防疫）
（８）環境衛生部門（ごみ、し尿、火葬場、墓地）
（９）民生・福祉部門（生活保護・高齢者・障害者・母子の相談、各種給
付事務、保育、療育）
 (10)教育部門（入学・転校等の届出、安全対策、生涯学習アドバイ
ザー、社会教育主事、学芸員の配置、学校給食センター、学校公務補
等）
(11)防災・災害対策部門（行方不明者、海難、遭難、事故、除排雪、気
象警報等）

４  「（仮称）総合行政センター」の総括責任者は、部長職以上が望まし
い。

同左

同左

１  合併前の支所・出張所は、現行のまま新市に引き継ぐ。

２  支所の機能（事務分掌）は、釧路市の制度に一本化する｡
 
３  合併前の３町の本庁を、「（仮称）総合行政センター」とし、次の業務
を担任する。
（１）行政管理部門（総務一般、文書管理、出納、会計、選挙事務（期日
前投票・不在者投票）、本庁との連絡調整）
（２）地域政策部門（地域振興、活性化対策）
（３）施設管理部門（道路、河川、公園、上下水道、公営住宅、教育文
化、体育施設等）
（４）戸籍住民部門
（５）保健福祉・年金保険（国保、介護、国民年金）部門
（６）税務部門（申告、納税、税務証明）
（７）産業部門（産業全般、家畜の防疫）
（８）環境衛生部門（ごみ、し尿、火葬場、墓地）
（９）民生・福祉部門（生活保護・高齢者・障害者・母子の相談、各種給
付事務、保育、療育）
(10)教育部門（入学・転校等の届出、安全対策、生涯学習アドバイ
ザー、社会教育主事、学芸員の配置、学校給食センター、学校公務補
等）
 (11)防災・災害対策部門（行方不明者、海難、遭難、事故、除排雪、気
象警報等）

４  「（仮称）総合行政センター」の総括責任者（長）は、部長職以上とす
る。

①　３の記述中、「５町村」
を「３町」に修正

②　３（１）の記述中、「期日
前投票・」を追加

③　３（３）の記述中、「財
産」を「施設」に修正

④　４の記述中、「総括責
任者」を「総括責任者
（長）」に、「が望ましい」を
「とする」に修正

①については、釧路町・
鶴居村離脱による

②については、選挙制度
の改正内容を網羅

③については、管理内容
を明確にするため

④については、「（仮称）
総合行政センター」のセ
ンター長が部長職以上の
総括責任者であることを
補足するため

総務 14

2

04　議会

01　議会の状況

01　組織・機構

01　議員定数・任期・常任
委員会の状況

再編

合併時

１　議員定数については、「在任特例」を採用することとする。
①市町村の合併の特例に関する法律第７条第１項第１号の規定を適用
し、合併後２年間引き続き新市の議会議員として在任する。
②その後の一般選挙における議員定数については、３８人（法定数）と
し、選挙区を設けるものとする。
 
２　常任委員会の設置については、６市町村の議員による調整機関を
設置の上、合併時までに調整する。

同左

同左

１　議員定数については、「在任特例」を採用することとする。
①市町村の合併の特例に関する法律第７条第１項第１号の規定を適用
し、合併後１年６ヶ月（平成１９年４月３０日まで）引き続き新市の議会議
員として在任する。
②その後の一般選挙における議員定数については、３８人（法定数）と
する
 
２　常任委員会の設置については、議員による調整機関を設置の上、
合併時までに調整する。

①　１①の記述中、「２年
間」を「１年６ヶ月（平成１９
年４月３０日まで）」に修正

②　１②の記述中、「し、選
挙区を設けるものと」を削
除

③　２の記述中、「６市町村
の」を削除

①③については、釧路
町・鶴居村離脱による修
正と合わせ、調整内容の
表現を精査

②については、正副議長
会議で選挙区について
協議中であることから、協
定書整理案の審議に合
わせて提案するため

議会事務
局

06

3

04　議会

01　議会の状況

03　報酬等

01　議員の報酬等

統合
（一本化）

合併時

１　釧路市の制度に一本化する。
【参考】
（１）報酬額の調整
     議員　　　最大　　釧路市　４９０千円/月（８，３６７千円/年）
                   最小　　阿寒町　１９１千円/月（３，０９４千円/年）
（２）費用弁償
     釧路市　　５千円/回（２４５千円/年）　（平成１４年度実績－４９日）
     ５町村　　一部交通費実費あり

　 １　報酬額
 

２　費用弁償
　釧路市の制度（５千円/回）と併せ、新市の旅費規程に準じて交通費
の支給をする。

議会事務
局

06

4

04　議会

01　議会の状況

03　報酬等

03　議会活動費への交付
金等

統合
（一本化）

合併時

１　政務調査費などは議員活動に係わる経費であり、釧路市の制度に
一本化する。
【参考】
（１）　政務調査費
       釧路市　　６０千円/月（７２０千円/年）
       釧路町　　２０千円/月（２４０千円/年）
       町村　　　なし
（２）　その他
       釧路市－国際交流促進議員連盟　 　（年額１００万円)

同左

同左

１　政務調査費
　釧路市の制度（６０千円/月（７２０千円/年））に一本化する。

２　国際交流促進議員連盟
　在任特例期間中は凍結する。

①　全文修正 釧路町・鶴居村離脱によ
る修正と合わせ、調整内
容の表現を精査

議会事務
局

06

通番

調整内容 調整内容

専門
部会

別紙２

６市町村協議 協定
項目
分類

変更内容 変更理由

４市町協議

- 1 -



再協議２項目中２項目

大項目

中項目

小項目 方針 方針

細項目 時期 時期

1

03　行政組織機構

04　組織・人事・給与等の
状況

01　組織図

03　事務分掌

統合
（一本化）

合併時

1　新市の事務分掌は、釧路市の例による。5町村の（仮称）総合行政セ
ンター、支所、出張所の事務分掌を加える。

同左

同左

1　新市の事務分掌は、釧路市の例による。３町の（仮称）総合行政セン
ター、支所、出張所の事務分掌を加える。

①　３の記述中、「５町村」
を「３町」に修正

釧路町・鶴居村離脱によ
る

総務 14

2

05　財政

06　会計課の状況

01　組織の状況

01　組織・職員数

統合
（一本化）

合併時

１　新市の出納の組織及び職員数は、次のとおりとする。
（1） 本庁の出納の組織及び職員数は、現行の釧路市の体制をベース
に合併までに調整する。
（2） ５町村に設置する（仮称）総合行政センターにおける出納事務を担
任する部門を設置する。
（3） ５町村の支所、出張所については、釧路市の支所の例により公金
の管理を行う。

同左

同左

１　新市の出納の組織及び職員数は、次のとおりとする。
（1） 本庁の出納の組織及び職員数は、現行の釧路市の体制をベース
に合併までに調整する。
（2） ３町に設置する（仮称）総合行政センターにおける出納事務を担任
する部門を設置する。
（3） ３町の支所、出張所については、釧路市の支所の例により公金の
管理を行う。

①　１（２）及び１（３）の記述
中、「５町村」を「３町」に2
箇所修正

釧路町・鶴居村離脱によ
る

総務 25-24

通番

６市町村協議 ４市町協議

調整内容 調整内容

変更内容 変更理由
専門
部会

協定
項目
分類

- 2 -


